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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
  (1) 本標準はＣＣＩＴＴ勧告１９８８年版Ｉ．４６０に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
  (1) 本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、下記項目についての記述を削除している。 

   (a)  制限つきの６４kbit/s 転送能力への速度整合、多重化及び既存インタフェースのサポートに関す

ること。 

  本項目を削除した理由：日本国では制限つきの６４kbit/s 転送能力は実存しない。 

 

３．改版の履歴 
 

 版  数 発  行  日 改    版    内    容 

 第１版 昭和６３年  ５月３１日 制  定 

 

 

第２版 

 

平成  元年  ４月２８日 

 

１９８８年版ＣＣＩＴＴ勧告を反映したもの

 

 

  

 

 

 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 
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　本標準は、次の場合に使用される手順について記述している。

(1)　６４kbit/s 未満の一つの信号を６４kbit/s のＢチャネルに速度整合させる。

(2)　６４kbit/s 未満のいくつかの信号を６４kbit/s のＢチャネルに多重化する。

　６４kbit/s 未満の速度には二つのタイプがある。

(1)　バイナリー速度が８、１６及び３２kbit/s の速度。

(2)　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ、Ｖシリーズに適合したＤＴＥに関連する速度を始めとする、その他の速度。

　Ｘシリーズ回線モードＤＴＥ、ＸシリーズパケットモードＤＴＥ及びＶシリーズＤＴＥのサポートに関

する詳細な手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３０，ＪＴ－Ｘ３１及びＪＴ－Ｖ１１０，ＪＴ－Ｖ１２０にそれ

ぞれ示されている。

１．６４kbit/sチャネルへの速度整合

1.1　８、１６及び３２kbit/s信号の速度整合

　本節で述べる手順は、８、１６及び３２kbit/s の単一の信号の速度を６４kbit/sＢチャネルに整合させる

ために用いられる。本標準において、Ｂチャネルオクテット内のビット位置は、最初に転送されるビット

を１として、１から８まで番号を付ける。

　速度整合のビット配置を表１－１／ＪＴ－Ｉ４６０に示す。それは以下の規則に従う。

(1) 　８kbit/s 信号は、ビット位置１を使用する。

１６kbit/s 信号は、ビット位置（１、２）を使用する。

３２kbit/s 信号は、ビット位置（１、２、３、４）を使用する。

(2)　低速信号のビット伝送順序は、速度整合の前後で同一である。

(3)　すべての未使用ビットの位置は、２進「１」にする。

表１－１／ＪＴ－Ｉ４６０　ビット配置

ビット位置

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

８kbit/s 信号 Ｂ１ １ １ １ １ １ １ １

１６kbit/s 信号 Ｂ１ Ｂ２ １ １ １ １ １ １

３２kbit/s 信号 Ｂ１ Ｂ２ Ｂ3 Ｂ４ １ １ １ １

1.2　８、１６及び３２kbit/s以外の信号の速度整合

　６４kbit/s 未満のビットレートの情報信号は、Ｂチャネルで伝送できるように速度整合しなければならな

い。本節の方法は、単一の情報信号を整合させるためのものである。
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1.2.1

　３２kbit/s 未満のビットレート速度整合は、複数の段階で行なわれる。一つの段階は、ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｘ３０，ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３１に記述されている。例えば、４.８kbit/s 及びそれ未満のユーザ

速度は、８kbit/s に、９.６kbit/s は１６kbit/s に、１９.２kbit/s は３２kbit/s に変換される。次の段階で、８

kbit/s、１６kbit/s 又は３２kbit/s を６４kbit/s に速度整合させる。この速度整合は、本標準の 1.1 節に記述さ

れている。

　非同期データを同期データに変換する段階については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３０，ＪＴ－Ｖ１１０に記

述されている。

1.2.2

　３２kbit/s より高速のビットレートの速度整合には、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３０，ＪＴ－Ｖ１１０に記述さ

れている１段階の方法が用いられる。即ち、４８kbit/s と５６kbit/s の速度は、１段階で６４kbit/s に速度整

合される。

1.2.3

　パケットモード動作に対する速度整合は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１に記述されている二つの方法で行な

われる。

(1) 　望ましい手法－ＨＤＬＣフレーム間にＨＤＬＣフラッグを挿入する方法

あるいは

(2) 　２段階による方法

1.2.4

　Ｂチャネルでの４８kbit/s までのビットレート信号の速度整合は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１２０に記述され

ているようにＨＤＬＣフレームを挿入して行なっても良い。

２．６４kbit/sチャネルへの多重化

2.1　８、１６及び３２kbit/sの時分割多重化

　８、１６、３２kbit/s 信号の多重化は、各Ｂチャネルオクテット内に低速信号を配置することにより行な

われる。

　2.1.2 節に記述されている手順を用いて、任意の数の８、１６、３２kbit/s の信号を、一つのＢチャネル

の６４kbit/s の限界まで組み合わせることができる。

　2.1.1 節に記述されている手順を用いた場合、６４kbit/s の全容量が利用できない場合がある。しかし、

低速信号の組み合わせが前もって分かっていれば、このようなことは起こらない。2.1.2 節の手順は６４

kbit/s 接続の時間内に低速信号の組み合わせが変化する場合について示している。

2.1.1　固定フォーマット多重化

　本手順は、各Ｂチャネルオクテット内でのビット位置を各低速度信号に割当てることによって、８、１

６、３２kbit/s 信号の任意の組み合わせを多重化するものである。固定フォーマット手順は以下の規則に従

う。

(1) 　８kbit/s 信号は、どのビット位置に配置してもよい。１６kbit/s 信号は、（１，２）、（３，４）、

（５，６）又は（７，８）のビット位置に配置する。３２kbit/s 信号は（１，２，３，４）又は（５，

６，７，８）のビット位置に配置する。

(2) 　低速信号は各連続するＢチャネルオクテット内で、同じビット位置に配置する。

(3) 　低速信号のビット伝送順序は、多重化の前後で同一である。

(4) 　すべての未使用ビットの位置は、２進「１」にする。
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本手順による多重化の一例を表２－１／ＪＴ－Ｉ４６０に示す。

表２－１／ＪＴ－Ｉ４６０　固定フォーマット多重化（一例）

ビット位置 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

８kbit/s チャネルＸ：Ｘ１ Ｘ１ １ Ｙ１ Ｙ２ Ｚ１ Ｚ２ Ｚ３ Ｚ４

１６kbit/s チャネルＹ：Ｙ１　Ｙ２

３２kbit/s チャネルＺ：Ｚ１　Ｚ２　Ｚ３　Ｚ４

2.1.2　可変フォーマット多重化

　本手順は、各Ｂチャネルオクテット内のビットを各低速信号に割当ることによって８、１６、３２kbit/s

の信号の任意の組み合わせを多重化するものである。この手順は、低速信号をＢチャネルの限界の６４

kbit/s まで常に多重化できる。この手順は、まず 2.1.1 節の固定フォーマット手順によって低速信号を多重

化する。しかしＢチャネルオクテット内に未使用ビットが存在しても、2.1.1 節の規則（１）が満たされず、

固定フォーマットでは多重化できない場合が起こる。この場合可変フォーマット手順は以下の規則に従う。

(1) 　低速信号は各連続するＢチャネルのオクテット内では同じビット位置に配置する。

(2) 　新しい低速信号は、Ｂチャネルオクテット内の最も若番の（最も低い番号を付けられた）利用で

きるビット位置からつめ込んでいくことにより多重化する。

(3) 　すべての未使用ビットの位置は、２進「１」にする。

本手順による多重化の一例を表２－２／ＪＴ－Ｉ４６０に示す。

表２－２／ＪＴ－Ｉ４６０　可変フォーマット多重化（一例）

ビット位置 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

８kbit/s チャネルＸ   ：Ｘ１ Ｘ１ １ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ’１ Ｙ’２ １ １

１６kbit/s チャネルＹ ：Ｙ１　Ｙ２

１６kbit/s チャネルＹ’ ：Ｙ’１　Ｙ’２

↓

チャネルＹ解放

３２kbit/s チャネルＺを新たに設定

↓

ビット位置 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

８kbit/s チャネルＸ   ：Ｘ１ Ｘ１ Ｚ１ Ｚ２ Ｚ３ Ｙ’１ Ｙ’２ Ｚ４ １

１６kbit/s チャネルＹ’ ：Ｙ’１　Ｙ’２

３２kbit/s チャネルＺ ：Ｚ１　Ｚ２　Ｚ３　Ｚ４
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2.2　８、１６及び３２kbit/s以外の速度の多重化

　より低いビットレート信号（例えば、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．１の速度）を多重化するために二つの方法が

用いられる。

(1)　時分割多重

この場合、1.2 節と 2.1 節で定義された二段階の方法（８kbit/s、１６kbit/s、あるいは３２kbit/s に速

度整合し、その後６４kbit/s に多重化する。）を使用する。

注　ＸシリーズＣＣＩＴＴ勧告（例えば、Ｘ．５０）による多重化法は、既存の個別網にＩＳＤＮを

介して、６４kbit/s アクセスする場合にのみ用いられる。

(2)　統計的多重

(a) 　Ｄチャネル又はＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２５プロトコルを用いるパケットモード端末をサポートす

るために、統計的多重化技術を用いる。

(b) 　回線モードの端末又は端末アダプタに対するＢチャネルの統計的多重は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ

１２０に記述されている。


	　　



